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奈良県および三重県内の名張川水系のカワニナ類に

おける吸虫類の寄生状況

（１）観察されたセルカリアの種とその宿主

“および感染率
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要約

奈良県および三重県内の名張川水系においてカワニナSmLisuZcoSpiraZi6ertmaおよびチリメ
ンカワニナＢ型Ｓ７ｅｍｉα"αtypeＢにおける吸虫類の寄生状況を調査した。検出したセルカリア
はCercariasp・Ａ（Strigeiformes)，Cercariasp.Ｂ(Strigeiformes)，CercariaspC（Ech-
inostomiformes)，Ｍｅｔａｇｏｎｍｕｓｙｏ/eogaLuai，CercariaspD（Opisthorchiformes)，
Cercariqyoshidae，Ｃ・Ｚｏ"gicerca，Ｃ・mtroue7ta，Ｃ・〃tppone"sｉｓ，Ｃ、ｉ〃ce7ta，Ｃ、

i"cog几加ｍの11種であった。これらのうち，Cercariasp．Ｃ，CercariaspD,Ｃ・Zongtce7ccI，
Ｃ〃jppo,ze"sｉｓの４種はカワニナとチリメンカワニナＢ型の両種に寄生し，CercariaspA，
CercariaspB，〃.ｙ○んogaLuai，Ｃ・yos/zidae，Ｃ､mt7ouc7ta，Ｃ・mce7ta，Ｃ・ｍｃｏｇ〃itum
の７種はカワニナのみに寄生していた。全吸虫を合わせると，チリメンカワニナＢ型よりもカワニ

ナの方が寄生率が高い傾向が見られた。しかし，個々の吸虫種では，宿主の種による寄生率に統計

的な有意差は認められなかった。
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緒言
(1992入Urabe（1993)，中野ら（1994）によって分類

学的な知見が蓄積され，現在，少なくともカワニナS

Zi6e7tma，キタノカワニナＳ・doroZosa，チリメンカ

ワニナＡ型Ｓ､ＭｎｍｎａｔｙｐｅＡ，チリメンカワニナＢ

型Ｓ､Ｍｎ、"αtypeB，クロダカワニナＳ,肋rodqiの

５種が別種として認められる。このように本属の分類は

変遷している上，今なお混乱している部分があり，吸虫

類の中間宿主としての従来のリストは必ずしも正確なも

のではないと思われる。

カワニナとチリメンカワニナＢ型は，近畿地方の河川

に最も普通に分布するカワニナ類である。両者は遺伝的

に別種であることが明らかにされており（Ｏｎｉｗａａｎｄ

Ｋｉｍｕｒａ，１９８６ａ，ｂ；浦部，1992)，成貝および胎貝の

形態が異なるが，中間的な形態を示す個体もしばしば見

いだされ，形態のみによる種の判定は容易ではない。本

研究はカワニナとチリメンカワニナＢ型を正確に分類し，

その吸虫群集の差異を明らかにすることを目的とし，両

種が同所的に分布する奈良県および三重県内の名張111水

カワニナ属SmzjszLJcoSpt7aは，ウエステルマン肺

吸虫Ｐａ７ａｇｏ"mzusLueste7wzα"i，横川吸虫Ｍｅｔａ－
Ｐ

go"zmusyoﾉIeogaLuai等の人体寄生虫を含む多くの吸

虫類幼生の中間宿主として知られている。日本産のカワ

ニナ属は顕著な地理的変異を示すことが知られており，

これまでに多くの異名が与えられているが，Davis

(1969）は，当時命名されていた27種中の10種および新

種・新亜種各１種を検討し，広域分布するカワニナ種群

SZi6e7tmaspeciesgroup3種，琵琶湖水系特産のヤ

マトカワニナ種群Ｓ〃ipomcaspeciesgroup6種１亜

種を認めた。波部（1973）は多くのシノニムを整理し，

Davis（1969）に従って９種にまとめた。その後，カワ

ニナ種群については，Davis（1972)，小林（1986)，

ＯｎｉｗａａｎｄＫｉｍｕｒａ（1986ａ，ｂ)，藤田（1990)，浦部

Co77eSpo7zdence：MisakoUrabe,urabe＠cc・nara-

wu・ａｏＪｐ
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系で調査を行った。そこで得られたセルカリアの種類と

その宿主について報告し，さらに宿主の種による感染状

況の違いについて得られた知見を述べる。

未満の個体は採集の対象外とした。採集した貝は実験室

へ持ち帰り，軟体部を取り出し，貝の種類および吸虫の

感染状況を調べた。

カワニナ類の同定は，Davis（1969)，浦部（1992）

に従い，成貝の形状と縦肋の有無，胎貝の大きさと縦肋

の保有率等により行った。採集されたカワニナ類は，カ

ワニナＳｅｍｉｓｕ此oSpi7aZj6e7tj"αとチリメンカワニナ

Ｂ型Ｓ・Ｍ"、"αtypeBの２種であった。形態的な特

徴がはっきりせず種の同定が困難な個体は，腹足部から

蛋白質を抽出し，アイソザイム分析によって貝の種類を

判別した。腹足部の筋肉を約１ｍlの抽出液でホモジナ

イズした後，４°Ｃ，lOOOOgで15分間遠心分離し，上澄

み液を垂直ポリアクリルアミドゲル電気泳動にかけた、
(白石，l987a，ｂ，ｃ)。泳動条件は０°Ｃで１０ｍＡ，２

時間とした。ＯｎｉｗａａｎｄＫｉｍｕｒａ（1986ｂ）に従い，

マンノースフォスフェイトイソメラーゼ（ＭＰＤの（

調査地および方法

カワニナ類の採集は，1995年の７月18日から８月31日

にかけて，三重県と奈良県内を流れる名張川の支流５河

川で各河川２地点ずつ，計１０地点で行った（Fig.１)。
採集場所の川幅は２～20ｍあり，底質は，仙人橋（ＳＮ)，

滝谷（ＴＴ），若宮橋（ＷＭ）および滝川（ＴＫ）が巨

礫，長瀬（ＮＧ)，風呂屋橋（ＦＲ）および笠間橋（ＫＳ）

が砂礫，三社の森（SJ)，阿清水橋（ＡＳ）および岩屋

橋（1Ｗ）が砂であるｑ各地点での採集は，流程の20～

200ｍの範囲内の，水深35ｃｍ以下の所で行った。小型

個体は感染率が低いことが報告されているため（福井・

清水，１９３６；Hamajimaandlshii，1963）殻幅１１cｍ
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Fig.１ＭａｐofsamplinglocationsMurouRiver;Sennin-bashi(ＳＮ),Sanja-no-mori(SJ):TakitaniRiver;Takitani(TK)，

Nagase(ＮＧ):AshouzuRiver;Wakamiya-bashi(ＷＭ),Ashouzu-bashi(ＡＳ):TakiRiver;Takigawa(ＴＫ),Furoya-bashi
（FR):KasamaRiver;Kasama-bashi(KSLIwaya-bashi(1Ｗ)．
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である。本邦産のセルカリアではヒメマルマメタニシ

BuZimILsmtseZZILsんZusme"siｓ（＝Ｂit/zy"iαﾉﾔmsi砂

e7Lsis）を宿主とするCercariaEbyUeno（1930)，お

よびヒメモノアラガイAustropepZeaoZMaまたはモ

ノアラガイＬｙｍ"αeαノapo"ｊｃａ（＝Ｒａd此αu（cuZa-

riaノapo"ｊｃａ）を宿主とするCercmacristop/zo7a

Ito，1978に類似する。前者は口吸盤の後方中央に点状

の強屈光性の部分があり，腸管が認められない点で本セ

ルカリアと異なるが，全体的な構造や大きさは類似して

おり，本セルカリアとの異同はさらに検討を要する。後

者とは体の大きさおよび尾先端の形態が異なる。

宿主：Ｓ・Zi6e7tma

ンディングパターンよりカワニナとチリメンカワニナＢ

型の判別を行った。

貝の軟体部は０４％食塩水に浸し，流出した吸虫を生

体のまま顕微鏡で観察した。また，虫体の各部位の計測

には１０％ホルマリン固定標本を用い，２０個体の平均を計

測値とした。セルカリアの同定は，伊藤（1962)，Ｉｔｏ

(1988)，斉藤（1973）などに従って行った。

結果および考察

Ｌ検出したセルカリア

１０採集地点から計1740個体のカワニナ類が採集された。

カワニナは1549個体，チリメンカワニナＢ型（以下，単

公獣二二二二走灘騨蹴難馴竺烹
ぞれ276個体と25個体であった。検出されたセルカリア

は全部で11種であり，その中で種名の同定に至ったもの

が７種，既知種と明らかに異なると判定されたものが４

種であった（Fig.２)。以下にそれらのセルカリアおよ
び単性虫の形態上の特徴について，所属する目の順に記

す。セルカリアの型の名称はＳｃhell（1985）に従った。

なお，以下の文中でカワニナ属以外の貝類の学名につい

ては，原著で使用された学名の後に，現在使用されてい

る学名（波部，1973）を括弧に入れて併記した。

Echinostomiformes

3）CercariaspC（Fig.２－３）

眼点がなく，体部が褐色不透明のmegalura

cercariaである。腹吸盤は体の中央付近にあり，消化

管は腹吸盤に達し，咽頭がある。尾の末端は吸着性を示

す。体部は324×l531um，尾部は168×38,(ｚｍ，口吸盤

は51×521ｕｍ，腹吸盤は61×64ﾉｕｍである。単性虫は

レジアで，大きさは0.6～1.3×0.2～0.3ｍｍあり，中に

数個体のセルカリアを含む。本邦産のセルカリアでは本

種に該当または類似の形態を持つものは存在しない。し

かし，中川（1915）が台湾産のヌノメカワニナＭｅＺａ－

"iatu6e7Mata（＝MeZanoidestIL6e7Matus）から

検出したＣｅ｢cαｱtα／iLZuior（Nakagawa，1915）

Faust，1924は，やや尾が細長い点を除き，体各部の形

状と計測値が本研究で得られたセルカリアとほぼ一致す

るので，同一種の可能'性がある。ＥＣ/Dmoc/ｚａｓｍｕｓ属

のＥｅＺｏ"gatus，Ｅｊｑｐｏ"icus，Eto6i，E7edio-

dUpZicatusのセルカリアとは，体の大きさ，腹吸盤の
位置，尾端の形態が明瞭に異なる。

宿主：Ｓ､Ｚｔ６ｅ７ｔｍａ，８．Ｍ"iα"ａ

Strigeiformes

l）CercariaspA（Fig.２－１）

眼点がなく，咽頭を持つstrigeacercariaで，消化

管は腹吸盤の中央から後方に達し，尾は中央付近から分

岐している。侵入腺細胞は確認できない。体表には感覚

毛を認めない。体部は208×8ｍｍ，尾幹部は194×５５

ｌｕｍ，尾岐部は150×2Ｌｕｍ，口吸盤は40×39,ｕｍ，腹

Ｐ琶筈騨鰯晋ｼ曹雫二１１岳塁墓鰯嘉め瀞
状のものが多い。大きさは0.8～１６×０．３ｍｍで，数＋

個体のセルカリアを含む。本セルカリアの形態は

Cerca7iapseudodiua7icataに似るが，体部および腹
吸盤がやや大きく，体表に感覚毛を認めない点で異なる。

宿主：SZi6e7tma

Opisthorchiformes

4）Metago7zmusyo/eogaLuai（Fig.２－４）
眼点があり，尾に皮膜を持つpleurolophocercous

cercariaで，□吸盤内の口鰊第一列は４本である。腹

吸盤は痕跡的。体部は177×75,ｕｍ，尾部は246×30,ｕｍ，

口吸盤は28×291ｕｍである。

宿主：SZj6e7tma

2）CercariaspB（Fig.２－２）
体は無色透明で，眼点がなく，体側に皮膜を持つ

lophocercous-apharyngeatecercariaである。体部
の前端はくびれ，表面に微細鰊をもつ。消化管は体中央

付近まで伸びる。尾は体より長く，先端約３／４で分岐

し，尾排泄管が中央を通り，尾岐部後端に達している。

尾岐部に狭い皮膜がある。体部は148×28,ｕｍ，尾幹部

は184×20,ｕｍ，尾岐部は50×９ｌｕｍである。単性虫は

不定形球状のスポロシストで，大きさは0.3×０．３ｍｍ

5）CercariaspD（Fig.２－５）

小型のセルカリアで，眼点および咽頭があり，腹吸盤

は小さく目立たない。口鰊の第１列目は３本，第２列目

は６本である。体前端には微細鰊を有する。体部は83×

571ｕｍ，尾部は74×l4lum，□吸盤は22×2Ｌｕｍ，咽頭

は６×６ｕｍである。単性虫は円筒形のレジアで後端
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は細く，0.2～0.4ｍｍ×0.1ｍｍである。Ｃｅ"t7o-

cestzLs属に属すると思われるが，Ca7wzatus，Ｏ

"yctjco7acjsよりも小型である。全体的な大きさの点

でＣｅ"t7ocestus/brmosarzILsにもっとも類似するが，

侵入腺細胞の数を確認できなかったため，今後さらに検

討を要する。

宿主：SMt6e7tma，８Ｍ"iα"ａ

6）Ce7cmayos/zidae(Fig.２－６）

球状の胞状体を持つcystophorouscercariaで，尾

の末端部は扁平である。体部は120×4Ｍｍ，ロ吸盤は

31×29,(ｚｍ，腹吸盤は26×28,ｕｍ，尾部は179×16｣ｕｍ，

胞状体は65×64,ｕｍ，射出管は253×ｌＬｕｍである。

宿主：SZi6e7tma
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Fig.２SchemataofcercariaeobtainedfroｍＳｅｍｊｓ"/cosPjraﾉﾉbe〃j"αａｎｄＳ・ｒｅｊ"ｊα"αtypeBinNabaririversystem.Ｓcalie
barsshowlOOJUm

LCercariasp・Ａ７.Ccrcarjα/o"gjcerca
２.Cercariasp・Ｂ８.Ｃｅ八・α〃α/"〃CVC〃ａ

３.CercariaspC９.Cercar/α〃jppo"c"s/ｓ
４.Cercariaof/Verαgo"ﾉﾉ、ｲｓｙｏＡｏｇｑｗａノ１０.Cercar/αﾉﾉTCC〃ａ

５.Cercariasp・ＤｌＬＣｃｒｃａｒｊｑ/"cog"【1Ｗ、
６.C2rcqrJayoS/mlklIe
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7）Ce7cariaZo7zgice7ca（Fig.２－７）

洋梨型の胞状体を持つcystophorouscercariaで，

尾部はきわめて長く先端は細い。体部は黄褐色の色素を

持ち，不透明である。体部は194×5Ｍｍ，尾部は１０５６

×l7lum，胞状体は145×l00lum，口吸盤は34×32ｌ(ｚｍ，

腹吸盤は37×3qum，射出管は403×l7lumである。

宿主：SMj6e7tma，Ｓ７ｅ〃α"α

従来の中間宿主の記録にチリメンカワニナＢ型を新た

に追加する。

ｌｕｍ，口吸盤は40×4ｑｕｍ，腹吸盤は46×43,ｕｍ，咽頭

は25×25Iumである。単性虫は短い腸詰め状のレジア

で，大きさは0.4～0.6×０．２ｍｍあり，１０個内外のセル

カリアを含む。Ce7Ca7iamcog"伽加の原記載には図

や計測値はなく，Ce7ca7iatnnommatumに類似する

が腸管の長さが異なる点を記述するのみである（小林，

1922)。従って，本種の形態の詳細は不明であり，十分

な検討を行うことは不可能であるが，記述されている形

態的特徴では本セルカリアはこの種に該当する。

Ce7ca7iai""ｏｍｍａｔｕｍとはセルカリアの腸管の長さ

が異なるほかに，単性虫の形態と大きさが明らかに異な

る。

宿主：SZi6e7tina

８）Ce7cmamt7oue7ta（Fig.２－８）

球状の胞状体を持つ無尾のcystophorouscercaria

ハ這法鮒繍雪季鱸鯏搬撫：
吸盤等の構造は固定標本では不鮮明であった。

宿主：Ｓ・Zi6ertma

2．宿主の種による寄生率の違い

Ｔａｂｌｅｌに，各調査地点におけるカワニナ類の採集個

体数および感染個体数を示した。全調査地点のうち，９

地点でカワニナとチリメンカワニナが同所的に分布し，

滝谷（ＴＴ）のみはカワニナの単独分布域であった。全

吸虫の感染率は，９地点中８地点においてカワニナの方

が高率を示し，三社の森（SJ）ではその差は有意であっ

た（ｘ2検定，ｐ＜005)。

１１種の吸虫のうち，カワニナとチリメンカワニナの両

方から検出されたものはCercariaspC，Cercaria

spD，Ｃｅ｢cartaZo"gice7ca，Ce7cariα〃ippo"ＧＭＳ

の４種であり，カワニナのみから検出されたものは

Ｃｅｒｃａｒｉａｓｐ．Ａ，CercariaspB，Ｍｅｔａｇｏｎｚｍｕｓｙｏ－

んogaLuaj，Ce7ca7iayos/zidae，Ce7ca7iai〃t7oue7-

ta，Ce7ca7iamce7ta，Ce7ca7iai"cog"伽、の７種

であった。チリメンカワニナのみから検出された種は存

在しなかった。

同一地点において，カワニナとチリメンカワニナにお

ける全吸虫の感染率に差が見られることは，いくつかの

吸虫種でカワニナとチリメンカワニナとの間に感染率の

差が存在することを示唆する。しかし，各種セルカリア

毎に検討すると，同一地点においてカワニナとチリメン

カワニナの間で感染率に統計的な有意差は検出されなかっ

た。すなわち，これら11種の吸虫がカワニナとチリメン

カワニナの間で宿主特異性を持つ証拠は得られなかった。

このことは，今回はチリメンカワニナの採集個体数が少

なかったことが原因と考えられる。チリメンカワニナの

セルカリア相を明らかにするためには，今後更に多くの

個体を調査する必要があろう。

9）Ｃｅｱcartamppone"siｓ（Fig.２－９）

小型のvirgulatecercariaで，眼点がなく，ペン先

状の穿刺鰊と発達した梨子状器官を持つ。腹吸盤は痕跡

的。３対の侵入腺細胞がある。体部は77×5ｑｕｍ，尾部

は67×l4Ium，口吸盤は20×2ｑｕｍ，穿刺鰊は15×４

，ｕｍである。単性虫は不定形球状のスポロシストで，

径110～300ﾉｕｍあり，数個のセルカリアを含む。

Ce7caria,zjppone"sｉｓの記載と比較して体がやや小型
であるが，それ以外に異なる点は認められないので本種

と同定した。なおＣｃ７ｅｔａ，Cho7eα"α，Ｃ､/zegm-

de7zaと比較すると体サイズがｌ／２～１／３しかない。

宿主：Ｓｉ６ｅ７ｔｍａ，Ｓ７ｅ〃α"ａ

10）Ce7ca7iamce7tα(Fig.２－１０）

尾が短いcotylomicrocercouscercariaで，口吸盤・
腹吸盤・尾端の３点で飼甸運動をする。消化管，咽頭，

排泄嚢はよく発達する。体表に微細毛があり，特に体前

端で顕著である。穿刺疎は中央部の突出した特有の形態

を持つ。尾端に微細鰊がある。体部は186×78ｕｍ，尾

部は40×42Ium，口吸盤は40×371ｕｍ，腹吸盤は43×４３

１ｕｍ，咽頭は13×ｌＷｚｍ，穿刺鰊は13×４ｌｕｍである。

単性虫はスポロシストである。Ce7cmadistyZoides

は穿刺鰊が二分し，OZi6e7tZ"α，Cercariano・lby

YokogawaandWakeshima（1934）の２種は消化管

が未発達な点で本種と異なる。

宿主：SZi6e7tma

Ｐ
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11）Ce7ca7iamcog"伽、（Fig.２－１１）

尾がなく，排泄嚢が厚い壁で囲まれるmutabile

cercariaeumで，消化管は腹吸盤のほぼ中央に達し，

咽頭がある。体前方に微細鰊を有する。体部は211×9７

本稿をまとめるにあたり，セルカリアの形態記載に関

して御指導を賜った香川医科大学の原田正和博士に心か

らの感謝を申し上げる。
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TableLTrematodespeciesandtheprevalenceinSemiszｲﾉcospjrQateachlocation・Sumofprevalencesofalltrematodespecies

fOreachlocationdoesnotcorrespondwiththetotalprevalence,becausesomemultipleinfectionsareincludedTotal

prevalenceinS./ｊ６ｃｌ７ｉ"αwashigherthanthatinSﾉｾﾉ"/α"qatSanja-no-mori(SJ),MurouRiver

MurouRTakitaniR．AshouzuR．ＴａｋｉＲＫａｓａｍａＲ、

SＮＳＪＴＴＮＧＷＭＡＳＴＫＦＲＫＳＩＷ

S､／/beﾉﾌﾟﾉ"α

No.ofexaminedsnails

No・ofinfectedsnails

prevalence(96）

1４０

２０

１４．３

１３３

30

22.6＊

１０２

２７

２６．５

２２１

３４

１５．４

1４９

１３

８．７

1５４

２５

[６．２

１４７

５３

３６．１

２０６

４２

２０．４

1６４

１４

８．５

１３３

１８

１３．５

CercariaspA

CercariaspB

CercariaｓｐＣ

/Verαgo"/加"ｓｙｏＡｕｏｇａｗｑ／

CercariaspD

Ce'てαﾉ7ｑｙｏｓﾙﾉｄｑｅ

Ｃｅﾉ℃αﾉﾌﾞα/o"g/Ce/･ｃｑ
Ｃｅ'℃αﾉﾌﾞα/""Ｄｌ'CDﾉﾌﾞα

CCP'てαﾉﾌﾞα/"Ceﾉﾌﾞα

Ｃｅﾉ℃αﾉ7α【"cog"//""l

immaturecercaria

sporocystorredia

1.4６．０

0.8

0.6

0.7

5.0９．０

２．１２．３

1.4 0.6

0.6

1.3

1１．６８．３

、５
３
０
５
９

●
●
●
●
●

０
２
５
０
０

0.7

５
９
３
５

０
１
７
０

0.6

1.2

4.3

3.0

0.81１．８

３．９

８．８

７．５

１３．６

０．７

7.8

2.7

4.7３．９

０．７

４．８

0.5

05

1.0

2．００．９０．７

1.4

０．５

１．０４．１０．７１．９ 2.4９．８

Ｓｒｅｊ"/α"α

Ｎｏ．ofexaminedsnails

No・ofinfectedsnails

prevalence(％）

６６

７

１０．６＊

２３

２

８．７

０ ８

２

２５．０

３４

２

５．９

９３９

１l

１Ｌｌ３３３１Ｌｌ

３２

２

６３

７１

７

９９

CercariaspC

CercariaspD

Cピノ℃αﾉﾌﾞα/o"8/Ce（･q

Celcqﾉﾌﾞα〃/PPO"e"sls
immaturecercaria

sporocystorredia

1.5

6.1

3.0

5.6

1２．５２９３３３

２．９１１．１

6３

4.3

4.3

1１．１

1２．５ 4.2

､
*chi-squaretest,ｐ＜0.05
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! Abstract !
i i

INFECTION OF LARVAL TREMATODES IN FRESHWATER SNAILS SEMISULCOSPIRA

FROM NABARI RIVER SYSTEM IN NARA AND MIE PREFECTURES

I. OBSERVED CERCARIAE AND THEIR HOST SPECIES AND PREVALENCE

YUKO MAKITA0, Misako URABE AND Makoto NAGOSHI

Department ofBioscience, Faculty of Science, Nara Women s University,

Kitauoyanishi-machi, Nara 630, Japan,

^present address: Kankyo Co., Takashima 2-6-32, Nishi-ku, Yokohama 220, Japan.

Infections of larval trematodes in Semisulcospira libertina and S. reiniana type B were surveyed in Nabari river

system in Nara and Mie prefectures. Eleven species of cercariae were recorded; Cercaria sp. A (Strigeiformes), Cercaria

sp. B (Strigeiformes), Cercaria sp. C (Echinostomiformes), Metagonimusyokogawai, Cercaria sp. D (Opisthorchiformes),

Cercaria yoshidae, C. longicerca, C. introverta, C. nipponensis, C. incerta and C. incognitum. Cercaria sp. C, Cercaria

sp. D, C. longicerca and C. nipponensis were found both in S. libertina and S. reiniana type B. Cercaria sp. A, Cercaria

sp. B, M. yokogawai, C. yoshidae, C. introverta, C. incerta and C. incognitum were found only in S. libertina. S. libertina

had a tendency to have higher combined prevalence of all trematode species than S. reiniana type B. However, infection

rates of any trematode species were not significantly different between host species at each locality.




